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｜特　 集｜

１～３ 暮らし を支える

地域の絆

４ にいがたC IT Y  N O W

●  拉致問題啓発講演会を 開催

●  テレワーク 実現セミ ナーを開催

●  新潟まつり 　 市陸上競技場での 

花火観覧者を 募集

●  市職員を募集
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５ 連載　  おでかけ日和 

ニキロニュ ース

令和６ 年能登半島地震関連情報

　
自
治
会
・
町
内
会
や
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
な
ど
の
地
域

活
動
が
生
み
出
す
絆
は
、
私
た
ち

の
普
段
の
生
活
を
支
え
る
だ
け
で

な
く
、
災
害
な
ど「
い
ざ
と
い
う
と

き
」
に
も
協
力
し
合
い
大
き
な
力
を
発
揮
す
る
、
人
と

人
の
大
切
な
つ
な
が
り
で
す
。

　
令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
に
お
い
て
も
、
自
治
会
・

町
内
会
な
ど
の
地
域
団
体
の
皆
さ
ま
に
は
、
避
難
所
の

運
営
や
避
難
の
呼
び
掛
け
、
支
援
制
度
の
情
報
周
知
な

ど
、
多
く
の
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
改
め

て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
高
齢
者
支
援
や
登
下
校
中
の
子
ど
も
た
ち
の
見
守

り
、
防
災
訓
練
の
実
施
、
地
域
の
催
し
の
運
営
な
ど
、

自
治
会
・
町
内
会
な
ど
が
行
う
地
域
活
動
は
、
私
た
ち

の
暮
ら
し
に
直
結
し
て
い
ま
す
。
人
口
減
少
や
少
子
高

齢
化
が
進
む
今
だ
か
ら
こ
そ
、
地
域
活
動
の
重
要
性
を

再
認
識
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
地
域
の
絆
が
深
ま
り
、
支
え
合
い
の
輪
が
広
が
っ
て

い
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

新
潟
市
長

市
長
よ
り

登下校の
見守り

側溝清掃

防災訓練

暮
ら
し
を
支
え
る

地
域
の
絆

　
私
た
ち
の
日
常
生
活
を
支
え
る
自
治
会
・
町
内
会
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
な
ど
の
地
域
活
動
。

　
今
号
で
は
、
地
域
活
動
に
つ
い
て
取
り
上
げ
ま
す
。

■問
市
民
協
働
課
（
☎
０
２
５
・
２
２
６
・
１
１
０
５
）
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｜ 令和６ 年７ 月７ 日 ｜ 第1・3週 日曜発行 ｜

市報にいがた

市の 各種 手 続き 、

催し 案 内な ど は

土・ 日曜 、祝日も  

新潟市役所コールセンター
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※  掲載情報は６ 月27日時点のも のです
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新潟市の人口・ 世帯数 

（ ５ 月末住民基本台帳人口。かっ こ 内は前月と の比較） 
人　 口／7 6 4 ,3 8 8 人（ − 3 3 4 ）

　 　 　 　 男 3 6 7 ,9 5 0 人（ − 1 4 3 ） 女 3 9 6 ,4 3 8 人（ − 1 9 1 ）

世帯数／3 5 1 ,1 3 6（ + 1 5 3 ）

mailto:4894call@call.city.niigata.jp
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 ■ 市報にいがた ■ NI I GATA2 0 2 4 年（ 令和６ 年）7 月7 日 0 22 02 4 年（ 令和６ 年）7月7 日NI I GATA  ■ 市報にいがた ■ 0 3

　 新潟市内には、99の地域コミ ュニティ 協議会があります。

暮らし やすい地域や、 安心・ 安全な地域づく り のために、

住んでいる地域の活動にぜひ参加し てみませんか。 興味

のある団体がある区役所に、気軽に問い合わせてく ださい。

※活動内容など詳し く は新潟市ホームページに掲載

―
―
自
治
会
・
町
内
会
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
協
議
会
な
ど
が
行
う「
地
域
活
動
」

と
は
、
ど
ん
な
活
動
な
の
で
す
か
？

山
賀
さ
ん

　
地
域
活
動
は
、
自
分
た
ち
の
力

で
自
分
た
ち
の
地
域
を
住
み
や
す
く
し
た

り
、
支
え
た
り
す
る
活
動
で
す
。「
暮
ら
し

に
関
係
す
る
公
的
な
こ
と
＝
行
政
が
す
る

こ
と
」
と
、
つ
い
考
え
て
し
ま
い
が
ち
で

す
が
、
住
民
が
自
分
た
ち
で
考
え
て
活
動

す
る
こ
と
で
効
果
が
高
ま
る
取
り
組
み
も

多
く
あ
り
ま
す
。

―
―
ど
ん
な
団
体
が
地
域
活
動
を
行
っ
て

い
る
の
で
す
か
？

山
賀
さ
ん

　
自
治
会
・
町
内
会
、地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
協
議
会
の
ほ
か
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
が
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
地
縁
に
関
係
な
く
、
防
災
や
福
祉

な
ど
分
野
ご
と
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
や
市
民
団

体
が
地
域
活
動
に
携
わ
る
ケ
ー
ス
も
多
く

あ
り
ま
す
。

―
―
地
域
活
動
に
は
ど
ん
な
分
野
の
活
動

が
あ
る
の
で
す
か
？

山
賀
さ
ん

　
防
災
・
防
犯
や
福
祉
、
環
境
美

化
・
交
通
安
全
・
教
育
な
ど
の
活
動
が
あ

り
ま
す
。

阿
部
さ
ん

　
私
た
ち
の
自
治
会
も
さ
ま
ざ

ま
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
が
、
大
ま
か
に

は
、
イ
ベ
ン
ト
的
な
活
動
と
日
常
的
な
活

動
の
２
種
類
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
と

思
い
ま
す
。

　
　
イ
ベ
ン
ト
的
な
活
動
で
は
、
夏
祭
り
や

町
内
一
斉
清
掃
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
日
常
的
な
活
動
に
は
、
道
路
・
公
園

の
ご
み
拾
い
や
草
刈
り
、
ご
み
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
の
管
理
、
夜
間
の
防
犯
パ
ト
ロ
ー

ル
、
冬
場
の
除
雪
な
ど
の
取
り
組
み
が
あ

地域課題を 整理し て、 解決に向けた取り 組みを考える

　 角田地区には地域ぐ る みで子育てを 行う 良い環境があり ながら も 、 人口

減少や高齢化などによ っ て、 高齢者の生活支援、 子ども の遊び場や大人の

集まる 場所の確保、 移住し てく る 人へのサポート など、 いく つかの課題が

あり ま し た。 そこ で、「 多世代が集ま り 、 地域の課題を 共有・ 解決でき る

場をつく ろ う 」と 思い、「 みんなの居場所づく り 」に取り 組み始めまし た。

取り 組みの問題点を解消し ながら 、 より 良い方法を見つける

　 居場所づく り を考え始めた時に、 昔は地域の海水浴

場にある浜茶屋がみんなの集まる場になっ ていたこ と

を思い返し まし た。 かつての浜茶屋のよう に、 多世代

が交流できる場を地域につく ろう と いう アイデアが出

てき た一方で、「 どう やっ たら 続けていけるか」「 固定

の居場所をつく っ ても 、 家が遠い人は行きづら いので

はないか」などの悩みも 出てき まし た。 悩みを 解消す

るために見いだし た方法が、「 キッ チンカ ーを 活用し

た移動式の居場所づく り 」でし た。

り
ま
す
。
意
外
に
思
わ
れ
る
こ
と
が
多
い

で
す
が
、
防
犯
灯
の
設
置
や
維
持
管
理
も

自
治
会
で
行
っ
て
い
る
こ
と
の
１
つ
で
す
。

山
賀
さ
ん

　
避
難
訓
練
な
ど
の
防
災
活
動

は
、
複
数
の
自
治
会
や
団
体
で
行
っ
た
ほ

う
が
効
果
的
と
の
考
え
か
ら
、
自
治
会
よ

り
も
広
域
な
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

で
実
施
す
る
所
も
多
い
で
す
。

―
―
全
国
的
な
傾
向
で
、
新
潟
市
も
自
治

会
加
入
率
が
年
々
減
少
し
て
し
ま
っ
て

い
る
よ
う
で
す
ね
。

山
賀
さ
ん

　
加
入
し
な
い
理
由
と
し
て
は

「
活
動
に
関
わ
る
時
間
が
な
い
」「
人
間
関

係
が
煩
わ
し
い
」「
加
入
す
る
メ
リ
ッ
ト
が

感
じ
ら
れ
な
い
」
な
ど
の
声
を
聞
く
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど

を
通
じ
て
地
域
の
顔
見
知
り
を
増
や
す
こ

と
で
災
害
な
ど
の「
い
ざ
と
い
う
と
き
」の

助
け
合
い
に
役
立
て
た
り
、
草
刈
り
な
ど

日
頃
か
ら
き
れ
い
な
ま
ち
を
保
つ
こ
と
で

犯
罪
を
防
い
だ
り
す
る
な
ど
、
多
く
の
地

域
活
動
が
住
民
の
安
心
・
安
全
な
暮
ら
し

に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
ほ
し

い
で
す
。

阿
部
さ
ん

　
私
も「
自
治
会
っ
て
何
を
や
っ

て
い
る
か
分
か
ら
な
い
」
と
言
わ
れ
る
状

況
に
つ
い
て
は
、
改
善
が
必
要
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
内
野
西
が
丘
自
治

会
で
は
住
民
に
芝
桜
を
植
え
て
も
ら
う
イ

ベ
ン
ト
な
ど
を
行
っ
て
お
り
、
こ
の
よ
う

な
住
民
参
加
型
の
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
自

治
会
の
活
動
内
容
を
認
識
し
て
も
ら
う
こ

と
が
と
て
も
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
ま
た
、
地
域
活
動
を
行
う
上
で
は
、「
や

ら
な
く
て
は
い
け
な
い
こ
と
」と「
や
り
た

い
こ
と
」
を
分
け
て
考
え
る
こ
と
も
大
切

で
す
。
特
に
、「
や
り
た
い
こ
と
」は
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
の
年
齢
層
や
土
地
柄
に
よ
っ
て

さ
ま
ざ
ま
だ
と
思
い
ま
す
。
防
犯
灯
の
設

置
な
ど
直
接
的
に
暮
ら
し
を
支
え
る「
や

ら
な
く
て
は
い
け
な
い
こ
と
」を
行
い
な
が

ら
も
、「
や
り
た
い
こ
と
」を
自
分
た
ち
で

住民が集まる機会を増やし 、 多く の地域課題の解決へ

　 キッ チ ン カ ーを 活用する １ 番のメ リ ッ ト は、 みんな が集ま れ

る 居場所を ど こ にで も つく れる こ と で す。 地域のさ ま ざ ま な イ

ベン ト にキッ チ ン カ ーを 出店する こ と で、 多く の人が集ま り 交

流する 機会を たく さ んつく る こ と がで き ま す。 地域住民が交流

する 場が増え れば、 困り 事に対応で き る 機会も 増え、 地域課題

や困り 事を 解決する こ と ができ る と 考えています。

　 こ れま で の取り 組みで は、

各種イ ベン ト に外部から キッ

チン カ ーを 呼び、 協議会のメ

ン バーが手伝いを し な がら ノ

ウハウを 学びまし た。 今後は、

自分たち で 食事と 交流の場を

つく っ て みる な ど、 さ ら に実

践的な 取り 組みを 進めて いき

たいです。

　 豊かな 自然環境に恵ま れて いる も のの、

高齢化や人口減少が加速的に進んでいる 同

地域内の間瀬地区。 地域の現状を 明ら かに

する ため、 中学生以上の全住民にアン ケー

ト を 実施。 現状や課題を 把握すると と も に、

アンケート 結果の中で関心の高かっ た「 空き

家・ 空き地」の問題に取り 組むこと にし まし た。

　 住民が一体と な っ て 取り 組める よ う「 空

き家マッ プ」を作成。

こ れから は、 家主

と の交渉や、 社会

実験など を 含めた

具体的な 利活用方

法の検討を 進めて

いき ます。

　 西内野地区では、

さ ま ざ ま な 地域活

動が行われ、 参加

者も 多く にぎわっ

ている 一方で、 活

動の担い手が高齢

世代に偏っ ている

課題があり ま し た。 課題解決のため、「 多

世代が関わり 、 地域活動を 持続さ せる 仕組

みづく り 」に取り 組むこ と にし まし た。

　 まずは、 情報共有や意思決定などの改善

のた め、 同協議会内に「 運営会議」を 設置。

今後は地域住民にアン ケート を 行い、 結果

の見える 化や共有、 検証を 通じ て、 担い手

の発掘や育成に取り 組みます。

　 令和７ 年春に開業予定のJR越後線・ 上所駅。

みんな が使いたく な る 駅を 目指し「 越後線

一
いち

き れいな 駅」を スロ ーガン に、 駅を 大切

にし ていく ための取り 組みを開始し まし た。

　 建設主体のJR東日本や市・ 区と の継続的

な連携づく り や、 地域住民の活動参加促進

に取り 組んでいます。 また、 き れいな駅を

守る ための「 上所駅サポート 隊(仮称)」の結

成に向け、 ほかの

駅の事例学習や調

査を実施し まし た。

今後は、 具体的な

計画作り と 実験的

な取り 組みを 行っ

ていき ます。

暮ら し やすく  安心・ 安全なまちへ地域コミュニティ 協議会の取り 組みを紹介

地
域
活
動
に
つ
い
て
詳
し
い

２
人
に
話
を
聞
き
ま
し
た

多世代が集まっ て課題解決へ みんなの居場所づく り

安心し て暮ら せる地域へ

空き 家・ 空き 地の利活用
地域の組織力向上へ　

持続可能な地域づく り
みんなが使いたく なる駅へ　

新駅を地域で育てる

問い合わせ先 電話番号 問い合わせ先 電話番号

北区役所地域総務課 ☎0 2 5 -3 8 7 -1 1 6 5 秋葉区役所地域総務課 ☎0 2 5 0 -2 5 -5 6 7 0

東区役所地域課 ☎0 2 5 -2 5 0 -2 1 2 0 南区役所地域総務課 ☎0 2 5 -3 7 2 -6 6 0 5

中央区役所地域課 ☎0 2 5 -2 2 3 -7 0 2 5 西区役所地域課 ☎0 2 5 -2 6 4 -7 1 7 2

江南区役所地域総務課 ☎0 2 5 -3 8 2 -4 6 2 4 西蒲区役所地域総務課 ☎0 2 5 6 -7 2 -8 1 5 6

　 地域コ ミ ュ ニティ 協議会は、小学校または中学校区ごと に、自治会・ 町内会を 中心と し たさ まざまな団体などで構成さ れる組織です。

市民自治の推進を 図るため、市民と 市が協働し 、地域のまちづく り や課題解決に取り 組んでいます。

スマート
フ ォ ンは

こ ちら から

角田地区コ ミ ュ ニティ 協議会（ 西蒲区）

岩室地域コ ミ ュ ニティ 協議会（ 西蒲区） 西内野コ ミ ュ ニティ 協議会（ 西区） 上所校区コ ミ ュ ニティ 協議会（ 中央区）

地域課題の解決へ

同協議会同協議会

宮 由衣宮 由衣さ んさ ん

　 新潟市は地域コ ミ ュ ニティ 機能が充実し 、 住民に

よる自治・ 支え合いの意識が高い都市です。

順位 市町村名
加入率

R5 R4（ 参考） R3（ 参考）

１ 浜松市 ( 静岡県 ) 9 4 .4 % 9 4 .5 % 9 5 .0 %

２ 新潟市 8 8 .2 % 8 8 .5 % 8 9 .8 %

３ 熊本市 ( 熊本県 ) 8 5 .5 % 8 5 .3 % 8 4 .9 %

1 0 名古屋市 ( 愛知県 ) 6 8 .7 % 6 8 .7 % 6 9 .7 %

1 8 相模原市 ( 神奈川県 ) 4 7 .0 % 4 8 .5 % 4 9 .8 %

※指定都市地域振興主管者連絡会議（ 令和５ 年）で回答が

あっ た 1 8 市から 抜粋

自治会・ 町内会の加入率

政令指定都市の中で政令指定都市の中で２２ 位 !位 !

身 近 な 暮 ら し で 困 る か も

も し も 地域団体の活動がなかっ たら …

防犯灯が
消えている。

暗く て怖いな…

ごみが
散乱し ている。

汚いな…

子ども が
飛び出し てき た！

危ないな…

ご近所さんと
交流できる催し、
ないのかな…

隣近所の
交流の場がない

まち の景観や
衛生環境が悪い

子ども の登下校を
見守る 人がいない

安心し て夜道を
歩けない

考
え
合
っ
て

実
行
し
て
い
く
こ
と

が
で
き
れ
ば
、
み
ん
な
で

地
域
活
動
を
楽
し
む
こ
と
が

で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

―
―
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
が
進

む
現
代
に
お
け
る
、
地
域
活
動
の
大
切

さ
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

山
賀
さ
ん

　
現
代
の
社
会
で
は
、
１
世
帯
当

た
り
の
人
数
の
減
少
や
、
高
齢
者
だ
け
の

世
帯
の
増
加
に
よ
り
、
家
族
だ
け
で
暮
ら

し
を
成
り
立
た
せ
る
こ
と
が
難
し
く
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。
高
齢
者
や
子
育
て
中
の

人
の
孤
立
化
は
、
皆
さ
ん
も
よ
く
聞
く
問

題
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
人
口

減
少
が
進
む
と
、
暮
ら
し
を
支
え
て
い
る

さ
ま
ざ
ま
な
公
的
サ
ー
ビ
ス
な
ど
が
縮

小
し
て
い
く
可
能
性
も
あ
る
の
で
、
地
域

活
動
は
こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
重
要
に
な
る

と
思
い
ま
す
。

―
―
最
後
に
ひ
と
言
お
願
い
し
ま
す
。

阿
部
さ
ん

　
地
域
活
動
に
参
加
し
た
こ
と
が

な
い
人
に
は
、
ぜ
ひ
一
度
活
動
に
参
加
し

て
み
て
ほ
し
い
で
す
。
実
際
に「
公
園
の
草

刈
り
に
参
加
し
て
み
た
ら
意
外
に
楽
し

か
っ
た
の
で
次
回
も
参
加
し
た
い
」
な
ど

の
声
を
も
ら
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
活
動

を
知
っ
た
り
経
験
し
た
り
す
る
と
新
し
い

発
見
が
あ
る
と
思
う
の
で
、
ま
ず
は
自
分

の
地
域
の
活
動
に
興
味
を

持
っ
て
も
ら
え
る
と

う
れ
し
い
で
す
。

N PO 法人まぢラ ボ

代表理事 山賀 昌
ま さ

子
こ

さ ん

内野西が丘自治会

会長 阿部 哲也さ ん

地域活動に参加しませんか？気軽に問い合わせを

地域の力で

▲ I
イ ン ス タ グ ラ ム

n sta g ra m で「 地域の浜茶屋」と い う ア カ ウ ン

ト を 作り 、居場所づく り の取り 組みを 発信し てい

ます。「 SN Sを利用し て、より 多く の人に活動を知っ

ても ら いたいです」と 宮さ んは話し てく れまし た。

問い合わせ・ 申し 込みの際は電話番号のかけ間違いがないよ う 注意し てく ださ い 広告掲載の申し 込みは（ 株）新潟日報メ ディ アネット（ ☎025-383-8008）へ、１ 枠（ 7 .3㎝×12 .1㎝）163 ,000円（ 税込、 制作料別途）。 掲載し た広告についての問い合わせは各広告主へ
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